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あらまし：我々研究グループは学習者のレベルに合った英文テキストの提供を行う多読学習システム

REX の開発を行っている．REX は英単語リストに対して既知・未知情報を学習者別に記録した学習者用

語彙リストを更新・活用するが，リスト内の単語を網羅するには膨大な時間を要する．そこで派生語を含

めた英単語群であるワードファミリーに着目した語彙リスト推定アルゴリズムを考案した．本発表では

パイロット実験を行った結果と考察について報告する． 
キーワード：e-Learning，多読学習，語彙リスト，推測手法，リーダビリティ 

 
1. はじめに 
著者らは，学習者のレベルに合った英語テキスト

提供を行う英文多読学習システムとして REX
（Reading Exercise）の開発に従事している．学習者

のレベルに合ったテキストを提供するには学習者の

語彙力情報が必要となるため，REX では英単語リス

トに対して既知・未知情報を学習者別に記録した学

習者用語彙リストを更新・活用している．リスト内

の単語を網羅するには膨大な時間を要するため，鈴

木ら(1)は学習者の語彙推定アルゴリズムを考案した．

しかし同手法だけで学習者の語彙を全て推定するの

は負担が大きく，推定精度の点でも相補的な別手法

が望まれる．そこで著者らは派生語を含めた英単語

群であるワードファミリーに着目した語彙推定アル

ゴリズムを考案した．本発表では，REX が学習者の

レベルに合った英語テキストを提供する方法及び英

単語の既知・未知情報の記録方法を述べ，提案手法

の有効性を測る実験の結果や考察について述べる． 
先行研究として柊元(2)は，多読の効果には英文の

リーディングスピードの向上や，自律的な学習意欲

向上があることを実践により明らかにしている． 
 
2. REXの概要 

REX における学習と記録の流れを図 1 に示す．学

習者はリーディング機能にてテキストを読了し，テ

キストの難易度を 6 段階で自己判定する．読了後，

英単語ゲームの利用チケットを獲得し，任意に利用

する．語彙リストの記録値を元にテキスト中の未知

英単語割合（難語率）を算出し，テキスト情報と自

己判定結果を元にリーダビリティ式を作成する．生

成された式から算出されるテキストのリーダビリテ

ィ値（可読性）より，次に提供するテキストを選定

する．語彙リストへの記録値は 0（未知）~1（既知）

の値を取り，SVL12000 リスト（12,000 英単語を 12
レベル×1,000 語に分類）に対して作成している．学

習者用語彙リストが更新される機会は 3 通り存在し，

リーディング，英単語ゲーム実行時と語彙推定アル

ゴリズムによるものである．リーディング中は文中

単語が未知語／既知語によって色分けされており，

クリックによってトグルすることができる．英単語

ゲームは英単語訳を四択より選ぶ問題であり，自信

度を指定して解答し，表 1による記録がなされる． 
 

 
図 1： 学習と記録の流れ 

表 1： 英単語ゲームによる記録値 
 自信 

あり 

やや自信 

あり 

やや自信 

なし 

自信 

なし 

正解 1 0.75 0.5 0.25 
不正解 保持 保持 0 0 

 

語彙推定アルゴリズムは，他学習者との語彙力の

類似度を参考にし，自身の学習者用語彙リストに記

録されていない単語を自他学習者の記録結果や既知

割合をもとに算出，記録するものである（以下，既

存推測手法）．学習者𝑈の SVL におけるレベル𝑙内の

記録済み英単語群{𝑊𝑙,1, 𝑊𝑙,2, … , 𝑊𝑙,𝑛}に対応する記録

値𝐿(𝑈, 𝑊𝑙,𝑘)を元に，既知割合を次の式から計算す

る： 

 

𝑅(𝑈, 𝑙) =
∑ 𝐿(𝑈, 𝑊𝑙,𝑘)𝑛

𝑘=1

𝑛
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次に，学習者𝑈1, 𝑈2に共通してリーディング・英単

語ゲームで記録済みの SVL 内レベル𝑙の英単語群

{𝑊𝑙,1, 𝑊𝑙,2, … , 𝑊𝑙,𝑚}から語彙能力類似度𝑆(𝑈1, 𝑈2, 𝑙)を

次式で計算する(𝑚が 0の場合は計算しない）： 

𝑆(𝑈1, 𝑈2, 𝑙) =
∑ 1 − |𝐿(𝑈1, 𝑊𝑙,𝑘) − 𝐿(𝑈2, 𝑊𝑙,𝑘)|𝑚

𝑘=1

𝑚
 

上記数式で算出された語彙能力類似度から，より

参考にする他学習者の記録値（リーディング・英単

語ゲームの記録または既知割合の値）に重み付けを

行い，未記録単語に対して記録する． 
 

3. ワードファミリーを用いた推測手法 
著者らはワードファミリー（WF）に着目した推測

手法（以下，提案推測手法）を考案した．WF グルー

プはNation(3)が提供しているWFリストを利用する．

WF の例を表 2 に示す． 
 

表 2： ワードファミリー（WF）の例 
access，accessed，accesses，accessibility，accessible，

accessing，inaccessibility，inaccessible 
 
提案推測手法では，表 2 のような WF 内のリーデ

ィング・英単語ゲームで記録された単語から既知割

合を計算し，同 WF の未記録単語に対して記録する．

ある WF に対して，学習者 Uによるリーディング・

英単語ゲームの記録済み英単群{𝑊𝑔,1, 𝑊𝑔,2, … , 𝑊𝑔,𝑛}

の記録値を𝐿(𝑈, 𝑊𝑔,𝑘)とした時，提案推測手法は次

式で計算する： 

𝑅(𝑈, 𝑊𝐹) =
∑ 𝐿(𝑈, 𝑊𝑔,𝑘)𝑛

𝑘=1

𝑛
 

リーディング・英単語ゲーム・提案推測手法で記

録がされない場合は既存推測手法で記録する． 
 
4. 実験 
提案推測手法が既存推測手法と相補的関係を築け

ているのか，実験によって調査した．某大学の大学

生または大学院生 9 名を対象に REX で平均約 360
語の英語ニュース記事を 200 件読了してもらい，そ

の後 240 問テストを実施した．英単語テスト同様 4
択問題とし，SVL 各レベル×20 問出題する．本実験

で得られた結果から，学習者用語彙リストへの記録

値と 240 問テストに対する正誤との一致率を算出す

る．240 問テストから“正解し，かつ（やや自信な

し，または自信なし）”と“不正解し，かつ（自信あ

り，またはやや自信あり）”であった単語を除き，学

習者Uによって提案推測手法で記録された単語の総

数を s(𝑈)，単語𝑊𝑘の記録値を𝐿(𝑈, 𝑊𝑘)，𝑊𝑘の問題

に対する正誤情報（正解で 1，不正解で 0）を𝐶(𝑈, 𝑊𝑘)

とすると，一致率の計算式は次式で表される： 

一致率 =
∑ (1 − |𝐶(𝑈, 𝑊𝑘) − 𝐿(𝑈, 𝑊𝑘)|

𝑠(𝑈)
𝑘=1 )

𝑠(𝑈)
 . 

 既存推測手法と提案（＋既存）推測手法それぞれ

の一致率について t検定を行った結果を表 3に示す． 
 

表 3： ｔ検定による一致率比較 
学習者 提案手法 

＋既存手法 
既存手法 
のみ 

P 値 

1 0.951*** 0.848 0.000 
2 0.870 * 0.833 0.037 
3 0.871** 0.816 0.001 
4 0.943*** 0.859 0.000 
5 0.889*** 0.809 0.000 
6 0.945*** 0.869 0.000 
7 0.858*** 0.794 0.000 
8 0.886*** 0.817 0.000 
9 0.707 0.678 0.098 

* p < 0.05，** p < 0.01，*** p < 0.001 
 
提案推測手法と既存推測手法の併用は一致率が既

存推測手法のみより高い学習者が多く，有意差が認

められた．また，学習者のレベルに合ったテキスト

提供がされたかについて，各学習者の自己判定結果

と REX が算出したリーダビリティ値との平均距離

を算出した．その結果を表 4 に示す． 
 

表 4： 自己判定結果とリーダビリティ値との差 
学習者 計算結果 学習者 計算結果 

1 0.817 6 0.969 
2 0.894 7 0.895 
3 0.900 8 0.879 
4 1.034 9 1.508 
5 0.705   

 
表 4 の通り，学習者 9 については，レベルに合っ

たテキスト提供が他学習者よりできていないことが

考えられ，表 3 で有意差が出ていないことが影響し

ていることが考えられる． 
 
5. まとめ，今後の展望 
 本稿では，学習者の英語語彙を推測する際，既存

の推測手法アルゴリズムに加えワードファミリーの

概念を活用した推測手法を提案した．実験の結果，

提案推測手法と既存推測手法の併用が有意に精度の

向上に繋がっていることを確認した． 
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